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認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

本日の話題の構成 Manabu
KISHI
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学習のしかたの個人差は？

• 適性処遇交互作用(ATI:Cronbach)の
枠組み

• 適性には何があるか？

文章と図表（非連続型テキスト）を合わせて理解
するには？

• 背景にはOECDのPISAテスト

• 日本の学力の考え方を一変させた

• 図表は皆が同じように理解できる訳ではない

個人差
に適合
するよう
な情報
提示の

方法は？



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう 4

学習のしかたの個人差は？

適性処遇交互作用
(ATI:Cronbach)の枠組み

適性には何があるか？



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

個人差に応じた学習指導：
適性処遇交互作用(ATI)とは？

Manabu
KISHI
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適性(aptitude)
学習に影響を及ぼす学習
者の個性や特性

処遇(treatment)
どのような授業方法や形態
を実施するか

交互作用(interaction)
適性と処遇とが相乗的ある
いは相殺的効果を示すこと

処遇Ａ

処遇B

成
績

適性の違いによって，２つの処遇の効果
（成績）が同じにはならない

→ 「交互作用がみられる」という

クロンバック(Cronbach,L.J.) (1965)



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

適性処遇交互作用(ATI)がみられる例 Manabu
KISHI
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不安傾向（適性）

ゼミ（演習）形式

処遇



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

注目すべき「適性」と「処遇」 Manabu
KISHI
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適性

能力面

一般的
知能

言語能
力

学習ス
タイル

working 
memory 知識量

性格面

不安傾
向

内向・
外向性

その他

年齢
動機づ
け

処遇

授業の

タイプ

有意味vs

機械的

受容的vs

発見的

授業形態

一斉vs

グループ

講義vs

討論

教材

図表vs

言語

視覚vs

聴覚
系列化



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

注目すべき適性の例：「学習スタイル」 Manabu
KISHI
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岡本(1982) Felder & Silverman    
(1988)

岸・中村・

白井 (2004) 

・ホリスト型

・試行錯誤実践
型

・観察的熟考型

・視覚優位vs.聴覚優位

・演繹的vs.帰納的

・外的情報vs.内的情報

・能動的vs.受動的

・継時的vs.同時的

熟慮分析型

独立分析型

試行錯誤型

内観思考型

◎ 我々が学習へ取り組むときの個人の傾向や特徴
◎ 個人内で比較的一貫し，安定しているもので，学習成績への影響が大きいとされている



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

学習スタイルがATIを引き起こす例 Manabu
KISHI
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情報処理特性と呈示方法のATI

0

0.5

1

1.5

2
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3.5

4

視覚型 聴覚型

情報処理特性

テ
ス
ト
得
点

音声呈示

文字呈示

音声＋文字呈示

*大学生 69名
*予め視覚型と聴覚型に区分
*難文と易文の理解
*理解度テストは直後と遅延
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文章と図表（非連続型テキスト）を

合わせて理解するには？

OECDのPISAテスト
図表は皆が同じように理解できる訳ではない



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

新しい学習指導要領と
OECD Education2030で育成する力

Manabu
KISHI
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知識

知識・技能

態度・価値
学びに向かう力・人間性

（汎用的）スキル
思考力・判断力・表現力

OECD
文部科学省

＊OECD 
Education2030 
(2015～)
＊文部科学省
学習指導要領
(2018～)

【追加された主な
教科：（高校）】

＊論理国語
古典探究
＊地理探究
日本史探究
世界史探究
＊理数探究

など
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1998    2000         2003                   2007                                         2015 2016      2018         2022  

１９９８年 学習指導要領

ゆとり教育
「総合的な学習の時間」の新設

２００８年 学習指導要領

授業時間数増、指導内容充実、小
学校外国語導入

２０１８年 学習指導要領

資質・能力の育成
探究の充実

思考力・判断力・表現力

OECD キー・コンピテンシー
概念検討(DeSeCo) 
2003年最終報告書

OECD Education2030 
PhaseⅠ,Ⅱ

2000年PISA
・3年ごと

・読解力、数学リテラシー、
科学リテラシー

・非連続型テキスト

2021年PISA
継続中

2007年全国学力調査開始

・国語・算数（数学）
・小６と中３

・PISAの問題を基盤
・非連続型テキスト出題

2015

学習指導要領とOECDの考え方の流れ Manabu
KISHI

2011年PIAAC
・3年ごと

・読解力、数的思考力、
ITを活用した問題解決

能力
・TCの基礎技能的

2021年
全国学力調査

継続中



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

PISAとは？ Manabu
KISHI
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経済協力開発機構(OECD)が実施

PISA(Programme for International Student Assessment)

読解力・数学的リテラシー・科学的リテラシー・問題解決能力(2003)

2000年から３年ごとに実施 現在も継続中(2021)

国別の結果を公表 ⇒ 国際比較



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

PIAACとは？ Manabu
KISHI
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国際成人力調査

（Programme for the International Assessment of Adult Competencies：PIAAC）

ＰＩＳＡの成人版

2011年８月より実施

読解力，数的思考力，ＩＴを活用した問題解決能力

読解力 → 文章や図表を理解し評価し活用する力

例：商品の取扱説明書を読み，問題が起きたときの解決方法を答える，など

• technical communication技能



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

PISAの読解力問題の構成 Manabu
KISHI
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読むテキストのタイプ
「物語」「解説」「論証」

文章だけでなく，一覧表，書式，グラフ，図を含む

⇒ 連続型テキスト ＋ 非連続型テキスト（＝混成型テキスト）

読む行為のタイプ
テキスト（文章と図表）を全般的に理解し

「情報を取り出し」「解釈し」

自らの知識に関連づけてテキストの内容と形式について「熟考し」「自
分の意見を論ずる」

題材
私的 → 手紙，小説，伝記

公的 → 公式の文書

職業的 → マニュアル，報告書

教育的 → 教科書，ワークシート



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

2007年度からの全国学力調査では？ Manabu
KISHI
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国語と数学（算数）

知識と応用の2部構成

小学6年生と中学3年生

PISAの問題を反映している
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文章と図表（非連続型テキスト）を

合わせて理解するには？

文章 ＋ 非連続型テキスト ＝ 混成型テキスト
何が問題なのか？



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

PISAでの連続型・非連続型テキスト分類 Manabu
KISHI
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連続型テキスト（文章）

• 物語文

• 説明文

• 状況説明文

• 論説文・説得文

• 教示文・指示文

• 記録文書

• ハイパーテキスト

非連続型テキスト

• 図・チャート

• 表

• ダイアグラム・一覧図

• 地図

• 書式・記入用紙

• 時刻表・価格表など

• 広告・宣伝

• バウチャー

• 証明書



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

テキストの分類とその理解の様相 Manabu
KISHI
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• 主に文字のみで構成された文章。

• どのように読解するのかについて多くの認知心理学・教育心
理学の研究あり

連続型テキスト

(CT: Continuous Text)

• 図、表、グラフなど。Kirsch & Mosenthal, Mosenthal & 
Kirsch(1989～1991)による分類。 出原・吉田・渥美(1986)
「図の体系」（日科技連）による体系化

• 記憶や理解の研究成果はきわめて少なかった。

非連続型テキスト

(NCT: Non-Continuous 
Text)

• 連続型テキスト＋非連続型テキスト。両者が全体として情報
を伝達。文書(documents)。

• PISAテストで得点が低く、問題が顕在化。学校教育でその理
解が十分指導されていない。通常の説明や情報伝達の手段と
して最も一般的であり、理解スキルが重要

混成型テキスト

• 連続型と非連続型が併存するが両者は比較的独立な関係

• 混成型テキストの理解が現在検討中なので、このテキストの
理解の様相は不明。

複合型テキスト



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

非連続型テキストの分類のための
優れた書籍

Manabu
KISHI
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出原栄一・吉田武夫・渥美浩章 「図の体系 ： 図的思考と
その表現」 日科技連 (1986)

図の表現形式

• 領域系：領域図形の集合関係 ex. ベン図，概念地図 など

• 連結系：要素図の連結関係 ex. フローチャート，樹状図 など

• 配列系：表や3次元マトリックスによる関係表現 ex.数表，散布図 など

2次元表示の様式

• 美的表示 → 絵画，写真

• 実用的表示 → 対象即応的（イラスト，地図，製図など），象徴的（シン
ボル，マーク，サインなど），定性定量的（グラフ，表，ダイアグラムなど）
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個人差に適合するような情報
提示の方法は？

文章と図表とどちらを見るか？



教科書を見ていた5分間のうち
本文の領域を

どのくらい見ていたか？

②本文領域注視割合

29
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←文章主体の視線

軌跡

（本文以外は
あまり見ていない）

全体の視線軌跡→
（全体的に見ている）

30
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• 混成型テキストの読み方の個人差と内容理解への影
響を探る

目的

• 普段どちらから読むか（本文先行 vs. 図表先行）×交
互に参照(ありvs.なし)

実験要因

• 高校情報科の教科書（見開き2頁：具体図中心（右上
図）vs.抽象図（右下図）中心の2種）

提示材料

• 大学生 35名

• 提示材料の読み、理解度テスト、質問紙（先行知識）

対象者・課題

• アイマークレコーダーによる読解中の眼球運動測定

読みの測定

• 理解度テスト得点、読みのパターン

従属変数

具
体

抽
象

文章と図表の読み方の個人差と理解 Manabu
KISHI
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10

11

12

13

図表先行型 本文先行型

理
解
度
テ
ス
ト
得
点
（
平
均
）

参照あり

参照なし

図１ 読み方のパターンごとの理解度テスト得点

****

0

2

4

6

8

10

12

14

16

順位上昇 順位下降

人
数 図表先行型指示

本文先行型指示

逆の読み方をするように指示し
た結果の理解度順位比較

図表先行型と本文先行型の
理解度得点を比較

32

****

*

具体図が多く含まれる場合は、本
文を読む前に図を見ることで理解

が促進される可能性あり。
抽象図が多く含まれる場合は、情
報同士の関係を一目で把握できる
ような図を参照しながら本文を読

んだ方が理解が促進。

図表を先に見るように指示された
者で理解度テストの順位が上昇し

た者が多かった
⇒ 読み方の指示によって理解に

変動を起こす

読み方が変わると理解程度が変わる Manabu
KISHI



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう 36

個人差に適合するような情報
提示の方法は？

全体図と部分図

レイアウト



全体図

⇒文章の内容を１枚の
図にまとめたもの

部分図

⇒各段落に対応させ
て図を配置したもの

日本

核の傘

対中軍事干渉

「３つのNO」政策

(1998)

発展途上の社会主義国

中国

貿易相手国

１位 アメリカ

２位 中国

世界の資本主義盟主

アメリカ

台湾

貿易相手国

１位 日本

「中国の領土である」

対中ODA(1979～)

   ↓
2001年11月 中国正式参加

WTO加盟問題

   ↓
ASEANを中心とした
東アジアの地域統合へ

日米安保体制

建設的かつ戦略的
ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ

日中共同宣言

産業に
打撃

アメリカ製品
不公平な
商取引

３０１条(1993)

報復関税

集中豪雨的輸出

日本製品

外需から
内需へ

＊ODAの目的＊
・南北格差是正
・人道的支援

植民地支配

「不可分の一部」

(日中共同声明：1972）

37
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認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

学習スタイル（熟慮分析型）と
図呈示方法とのATI

Manabu
KISHI

40

HIGHLOW

文
章
理
解
成
績

部分図

全体図

熟慮分析型

①熟慮分析型

思慮深く、分析するこ
とが好きなタイプ
②独立分析型

自己主張的で分析す
ることが好きなタイプ
③試行錯誤型

行動派で、解決案を1
つずつ試みるタイプ
④内観思考型

自分の考え方や仮説
の妥当性を吟味していく
タイプ

学習スタイル

（岸・中村・白井,2004）



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう 42

個人差に適合するような情報
提示の方法は？

文章と図表の関係

Working Memory容量



補完型

43



重複型

44
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• CTとNCTが表す情報の関係（補完型vs.重複型)によっ
て理解は異なるか？WMの影響は？

目的

• 補完型⇒CT情報と異なる内容をNCTで表現

• 重複型⇒CT情報を要約した内容がNCTで表現

CTとNCTの関係

• 情報の関係（補完型vs.重複型）×WM容量（高vs.低）
実験要因

• 高層気象観測の説明文とコモロ連合国の説明文。いず
れも自作。それぞれ補完型と重複型を作成。

• CT部分は双方の型で同じもの。図表部分が異なる。

提示材料

• 大学生 ４３名

• WM容量測定(RST)、提示材料の読み、理解度テスト

対象者・課題

• アイマークレコーダーによる読解中の眼球運動測定
読みの測定

• 理解度テスト得点、WM容量、読みのパターン
従属変数

補完型

重複型

連続型テキスト(CT)と非連続型テキスト(NCT)の
関係の影響

Manabu
KISHI
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ＷＭ高群では重複する情報
を確認することが可能

ＷＭ低群にとって、CTと
NCTが重複した文書は読解

の際の負担になる

重複型のように、同じ情報を文章でも図表でも手厚く表現すればわかりや
すくなる、というほど単純な話ではない。WMへの配慮が必要。

0
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10
12
14
16
18
20

WM低群 WM高群

呈
示
終
了
ま
で
の
図
表
注
視
時
間
割
合(

％
）

適性（Working memory容量）

補完型
重複型

40

42

44

46

48

50

52

54

WM低群 WM高群

本
文
理
解
度(

偏
差
値
）

適性(Working memory容量)

補完型
重複型

**

*

*

補完型・重複型の読みとWM容量 Manabu
KISHI
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• 高度な知的情報処理(読解・作文・思考など)を実行するのに必要な資源(resource)

• 作業記憶容量はどのような影響のしかたか？

• 作業記憶容量が少ない人はどうすればよいのか？ ⇒ resourceの最適配分

作業記憶容量

• 作業記憶容量要因(大・中・小) × 文書内容要因（「歴史」・「情報」)

実験要因

• 中学歴史教科書（東京書籍「南北朝の動乱」）と高校情報科Cの教科書（第一学習社
「電子メール配送のしくみ」）。見開き2頁。同時にdisplayに呈示。

提示材料

• 日本語版Reading Span Test(RST)(苧阪,2002)による。総再生数を得点化。

作業記憶容量の測定

• 大学生３１名

• アイマークレコーダーによる読解中の眼球運動測定

対象者・読みの測定

• 作業記憶容量、理解度テスト得点、読みのパターン（読み始めNCT注視時間割合、文
章読み終わり時間、読み終わりNCT注視時間割合） ※NCT＝非連続型テキスト

従属変数

Working Memory容量は図表を見る時間に
関係することの確認

Manabu
KISHI
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平
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図１ 読み始めNCT注視時間割合のWM容量別比較

*

0

10

20
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小群 中群 大群

平
均(

%)

図２ 読み終わりNCT注視時間割合のWM容量別比較

読み始め・読み終わりとも非連続型テキスト（NCT)を注視する時間割合
が作業記憶(ＷＭ)容量によって異なる（WM: 小群＜大群, p<.05)

ただし，理解度
テスト結果には
ＷＭ３群間で
有意差無し

50

混合型テキストのNCT部分をどの程
度見るかはWM容量要因が関与して
いる。読み始めから読み終わりま

でその影響あり。
⇒ 読みのパターンを規定

WM小群は、限られた
WM資源を効率的・最
適に配分するスキル
を学習⇒文章中心へ

*

Working Memory容量は図表を見る時間に
関係することを示す

Manabu
KISHI
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• CTの中にNCTのどこを参照するかの注意喚起信号（左図、右図など）を入れること
による読解への影響を検討

目的

• 補完型文章の注意喚起信号要因（信号ありvs.信号なし）×WM容量（高vs.低）

実験要因

• 高等学校歴史教科書で補完型の部分を使用

提示材料

• 大学生 ３９名

• WM容量測定(RST)、提示材料の読み、理解度テスト

対象者・課題

• アイマークレコーダーによる読解中の眼球運動測定

読みの測定

• 理解度テスト得点、WM容量、読みのパターン

従属変数 注意喚起信号を文章中に挿入すること
でWG低群の理解が向上し、WM高群と同
程度の理解が見られたケースあり

連続型テキスト(CT)の中に非連続型テキスト(NCT)の
参照位置をはっきり示すと



認知心理学からＴＣの基本を確認しよう

文章と図表を一緒に読むには Manabu
KISHI
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読み方・見方で理解が変わる

• 自分の読み方を知る必要あり

• 変更の練習が効果があるかもしれない

個人間差が大きい・個人内差は小さい

• いろいろな方法を知る/試してみる経験

人間のWM容量や学習スタイル差を越えない

• 呈示の時間順序、スピード、情報の詳しさ⇒今後の課題

• 認知特性からみたペルソナの設定


